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第２章 人口動態統計 

 

人口 

 管内の人口は１３３，８１３人で、平成２２年と比べ８１５人減少した。自然増加数は

▲６７２人であり、過去１０年減少が続いている。 

 

出生 

出生数は、１，００８人で平成２２年と比べ５８人減少した。管内の出生率(人口千対)

は７．５で、全国(８．３)、県(８．３)と比較し低い。 

 低体重児出生数(２，５００ｇ未満)は９１人、出生率(出生百対)は９．０で、全国(９．

６)及び県(９．７)と比較しやや低い。 

 

死亡 

死亡数は、１，６８０人で平成２２年と比べ８７人増加した。管内の死亡率(人口千対)

は１２．６となっており、全国(９．９)、県(１０．３)と比較し高い。 

死因別順位では、第１位が悪性新生物(人口１０万対死亡率３３２．６)で第２位が心疾

患(２２１．２)、第３位が老衰(１３０．８)となっており、老衰は、県順位が肺炎に次い

で第５位であり、特に高い。 

 

乳児死亡 

 乳児死亡数は２人、乳児死亡率(人口千対)は２．０であった。全国(２．３)、県(２．９)

と比較してやや低い。 

 

死産 

 死産数は１９人、死産率(出産千対)は１８．５であった。全国(２３．９)、県(１９．６)

と比較して低い。特に人工死産率(出産千対)が、管内は８．８と、全国(１２．８)、県(１

０．９)と比較して低い。 

 

婚姻 

婚姻件数は５６０組で婚姻率(人口千対)は４．２であった。婚姻率は、全国(５．２)、

県(４．７)と比較しやや低い。 

  

離婚 

 離婚件数は１８１組で離婚率（人口千対)は１．３５であった。離婚率は、全国(１．８

７)、県(１．６６)と比較し低い。 

 

 


